
3. 新型基幹ロケットの地上設備システム概要（イメージ）
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竹崎エリア

吉信射点エリア

整備組立棟（改修）

移動発射台／
運搬車（新製）

射座
（H-IIB射座の改修）

移設

貯蔵供給設備
（流用）

発射管制棟
（竹崎エリアに移設）
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•新たな整備方式により運用を簡素化

•点検の自動化により、要員大幅削減

•打上げ時損傷の最小化

追尾局

•地上局アンテナ小型化
•遠隔運用、集中管制化



4. 開発体制
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総合システム

ロケットシステム

地上施設設備システム

打上安全監理システム

エンジンシステム

固体ロケットブースタ

慣性センサ

アビオニクス

構造系

推進系

誘導ソフトウェア

ガスジェット

ターボポンプ

新型基幹ロケットプロジェクトチーム

三菱重工（株）

日本航空電子工業（株）

三菱スペース・ソフトウエア（株）

三菱重工（株）

（株）IHI

（株）IHIエアロスペース

射場技術開発ユニット

設備メーカ各社

【プライムコントラクタ】

【キー技術関連事業者】

 システム構成  体制

（連携）



5. 開発スケジュール

FY24 FY25 FY26 FY27 FY28 FY29 FY30 FY31 FY32 FY33 FY34

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

マイルストーン

システム設計

実機製作

エンジン・推進系開発

1段／2段エンジン

試験設備改修

構造系／電気系開発

固体ブースタ開発

地上設備開発

△MDR △SDR △PDR ▲
試験機
1号機

▲
試験機
2号機

実機製作1

認定試験

詳細設計

LE‐X技術実証LE‐X技術実証

概念設計

構想検討 調査
基本設計

構想検討・調査・
基本設計

要素試験・設計

設備設計

要素試験・設計

要素試験・設計・サブサイズ試験

MDR：ミッション定義審査
SDR  ：システム定義審査
PDR  ：基本設計審査
CDR  ：詳細設計審査
PQR：開発完了審査
AT：受け入れ試験

実機大地上燃焼試験

実機製作2

△CDR

設備工事

▽地上総合試験

製造

現地工事・調整・試験

製造

製造

実機型～認定型試験
フライト用製造・

AT試験

△PQR
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基本設計 詳細設計 維持設計概念検討概念検討

 平成32年度に試験機1号機を打上げ予定。
 開発完了は、試験機2号機の打上げ後（打上げ結果の評価を含む）を計画。



6. 今後の予定

 2015年度：基本設計の実施
(1) ロケットシステム仕様、地上施設設備システム仕様および打上安全監理システム仕様に基づく
サブシステム、コンポーネントの設計

(2)要素試験等の実施

 2016年度：詳細設計の実施
(1)技術試験用供試体の製造に向けたサブシステム、コンポーネント等を含む具体的な設計による
図面作成

(2)地上設備の製造に向けた設計
(3)要素試験の実施
(4)技術試験用供試体の製造ならびに一部の技術試験の実施
(5)燃焼試験設備の工事

 名称の決定

 JAXAおよびプライムコントラクタが選定し、関係機関等と調整の上決定することとしたい。
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